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鳥取県東部在宅医療・介護連携研究会 

第 42 回事例検討会の開催について 

 

日本医師会生涯教育制度 1 単位 CC13(医療と介護および福祉の連携) 

 晩冬の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃から在宅医療介護連携事

業へのご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、多職種協働による「地域包括ケアシステム」の構築に向けた取り組みの一環として、

下記のとおり多職種での事例検討会をハイブリッド形式にて開催いたします。ご多忙中とは

存じますが、奮ってご参加いただきますようご案内申し上げます。 

記 

日 時  令和８年３月６日（金）19 時～20時 30 分 

対 象  医療・介護・行政など多職種の関係者 

会 場  東部医師会館・オンライン（zoom） 

演 題 

「ACP（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ・ｹｱ・ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）その先へ 

  ～決めたことを守る支援から 変わりゆく心に寄り添い続ける支援へ～」 

事例提示： とうぶざいたく   國本 あずさ  

世 話 人 : 東部医師会在宅医療介護連携推進室 

     

 

◇ 別紙にて事前のお申込みをお願いします。（ＦＡＸ、メール、フォーム） 

 

 

 

 

申込締切り：令和 8 年 3月 4 日（水） 

 

 

 

 

 

【概要】昨年２月の事例検討会の「事前の意向確認と、いざその時を迎えたときの苦痛」と

いう強烈な体験を、学びの場へ活かすことが出来ないかと考え企画しました。また改めて意

思決定支援について考え語る場を設定することで、気づきを得ることが出来るのではないか

と期待しています。 

当日は、仮想事例を提示し、決めた通りにいかなかった苦痛から、意向が変わるのが当たり

前だという前提に立ち、多職種がどのように連携すれば、「今の最善を支えられるのか」を

深掘りしたいと思います。正解を出す（決める）ことを目的としない、対話型の検討会を目

指します。 



鳥取県東部在宅医療・介護連携研究会 第 42 回 事例検討会 

 

 

 FAX 送付先：0857-54-1971  【 ＦＡＸ送付状 】   ※このまま送付してください 

  

◆ 参 加 方 法： □ 会場   □ オンライン → メールアドレスを必ずご記載ください 

（どちらかに✓） 

◆ 事 業 所 名： 

◆ 出席者氏名：                                  職種： 

 

 出席者氏名：                                  職種： 

 出席者氏名：                                  職種： 

◆ メールアドレス 

 
 

 メール：toubuzaitaku@helen.ocn.ne.jp   
 

下記事項をご記載いただきお申込みください。 

◇ 参加方法（会場 または オンライン） 

◇ 事業所名 

◇ 参加者氏名・職種 

◇ メールアドレス（オンライン希望の方には後日招待メールをお送りします） 

 

  Google フォーム：https://x.gd/CQ5s0 
 

 

 

 

申込締切り：令和 8年 3月 4日（水） 

[ 問合せ先 ] 東部医師会 在宅医療介護連携推進室 TEL：0857-54-1970 

メール用 

QR コード 

フォーム用 

QR コード 
 


